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ネズミの．飼育を御▲覧あそい

す人皇陛ド
　（‖召丁．II29イド11月4　日）

この1川パ気よく，陛ド｝㌃

は御機嫌麗L・（，終日ω1究

所nの御説明方：御聴ぎにな

り，諸施設を御視’察あそば

された．

性染色休の写1．’llを御覧あそ一

ばす1；汰∫’澱卜“

　（［lf］‡ll30　f「4jj　13　日）

1川＼∫一殿卜’（．「循『IP’γ：友2名ん

伴わせられて，甲春のうら

らかた1川を本研’フヒ所てす

ごSれた．
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沿 革

　　　昭和15年8月口本遺伝学会は，京城において開催された第13P’il大会において，満場一致をもつて国二～フ：遺伝学研

　　究所設立決議案を11∫1人した．翌16年4川1本学術振興会に設けられた，第4（ng伝）特別委員会は遺伝学研究の振興

　　　を。トると共に，日本遺伝学会と協力して国、㌧二研究所の実現のためあらゆる努力を捧げた．この特別委員会は昭和23年

　　6月解散する主で前後17川の委員会を開き，本所の没立の機運を醸成するLに大なる貢献をなしたことは周知の如

　　　くである．さらに昭和22年5〕」rl本遺伝学会の資産の1　1’？］Sをもつて財卜」1法人遺伝学酬：究所を設立し，側面的に「ll、1〆：

　　機関の設置を促進するように努めた・かくして内閣の交代，国会の解散，農地川題，G．　H．Q．との交渉の停頓など，

　　幾多の難関に出合つたが，うまず屈せず折衝を続けた結果，漸く政府及びG．H．Q．の諒解を得，昭和23年7川nli

　　内閣の第2国会において少額ながら初年度i’算の通過を見るに至つた．しかしこの年は立法上の都合で開設の運びに

　　至らず，翌昭和24∫1三5Jj吉田内閣の第5「kl会になつて初めて設置法案が可決され，同年5Jj　31［1文部省、没置法の

　　公布となり，それにもと・づき6月111をもつて待唄10年の国立遺伝学1り1究所はここに誕’1：を見るに至つたのである．

　　　そこで事務所をとりあえず文部省内に設け事務を開始したが，同年9月三島市1り〒在の富士産業株式会社所イj’地23，526

　　坪を買収し，翌川ld社所イ∫の建物1，347坪を借受け，12　Jj　1「1事務所を同所に移し，研究所の川容初めてやや備わ

（　　　るに至つた・こ0）建物はその後文部省において購i入し（1昭和26年3Jj，12刀），内部に大改造を施すと共に外部を補
　　修し，付属建築物の新設，圃場の整備を行つたが，中にも昭和27年度において完成した新館及び調節温室の完成に

　　　より，また昭和30年度においてアイソトープ実験室の新設されたことにより，ここにいささか而llを一新した．これ

　　ら研究川施設の拡充，宿舎の増設等については文部省当局，静岡県，三…島ll∫，　日本l！∫：売公社等の同情と援助とに負う

　　ところ多大なるものがあつたことを銘記しなければならない．

　　　本所の刷成も最初研究部門1よ第1，第2，第3の3部であったが，昭和28年度に生化学遺伝llll，1昭和29年度に応

　　川遺伝部，昭イ・n　30年度に変異遺伝部を増設Lて形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部，生化学遺伝部，応川遺伝部，

　　変異遺伝部の6部となつた．

使 ／x
口P

　　遺伝学研究所とは何をする所か，なぜこれを大学付属にしなかつたか，なぜ・三島のような不便な一1：地を選定したか

　ということは局外の人々からしばしば受けるlt’r”uである．

　　順序としてまず遺レ1学の爪要性から述べよう．生物のイ∫するすべての形質は，一一見しただけでは解らない生理的形

　質をも含めて，退伝子と細胞質と環境との相η：作川により決定される．最近の研究によオ1ば遺伝臼よ上は人類より下

　はバクテリアに至るまであらゆる生物体に含：llか，またバイラスにさえ知られ，ひとり遺伝の原基であるばかりでな

　く，実に生命の根原というも過、「ではない．かっては細胞が生物体組織のli∫位であるとされていたが，／〉　IIでは細胞

　の何万分の1かに過ぎない微細な遺伝子が第1次1’白li1位であることが認められるようになつた．このように1’ri：要な遺

、．伝子が細胞質との協同において，いかにして親から臼こ伝わり，rl然的父は人為的にいかなる突然変呉を起し，環境

　の影響が個体形質の表現にいかなる変化を㌦・えるか，遺伝子作川発現の経路はどうか等の川題を研究する）のが遺伝学

　である．従つて遺伝学は生物学のrい核ともいうべき叱，ので，分類，形態，組織，解剖，生理，発’ヒ，病理等と密接な

　関連をイ」’するばかりでなく，応川方面では農学，医学とも不【｜∫分の関係をイfし，さらに教育，心理，法律との間にも

　百大なつながりを持つ．本所はこのような｜li．要な科学であり，かつ比1校的近年発1整した学問である遺伝学を，従来で

　も［ll：　li的に高い水準を保つて米た［体の遺伝学の研究を更に’刑推進すると共に，特別研究・ヒ，側修生の制度を，i・ILけ

　て新進の研究者を指導育成することを使命としている．将来本所に既設の6部の外更に人類遺伝’｜1，進化遺伝池，数

　理遺伝部等が増設せられ，各部相万間のイ」機的活動によつて遺伝を中心とする渉）らゆるtrs要テーマについて総合研究

　を試みるに至つたならば，斯界に一・一・新紀ノCを画すべき偉大なる業績をあげることも，決して空ll1楼閣とはいえないで

　あろう．

　　本研究所は現在のところ川究員の数，施設，　1”算等いずれの面から見ても：tfだびようたる1機関に過ぎないが，そ

　の設、1”は外国の白川雑誌にも報道され，　宮名な学者から祝意を寄1±ら2（，　また来朝した外国の遺伝学者ぱもとよりの

　こと，　i！V：川外の学者0）わざわざ本所を訪IH］〉〕一・る者も年と共に多く，本所の国際的声1而はこれらノ），］1：’k’に，1．つて）1，惟定

　することがてきよう．更に国内1’14Jに見ると，本研究所はノ〉や日本遺伝↓学界のメッカとして，わが国の遺伝学者で本所

　を訪ねないものはないというも過、’i一ではあるまい．われわ才t側ラヒ員はこの爪大なる責務を果すため文字通り日夜粉］1！’
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　　　　　　　　；∬31’Xl　l前戸斤」ミノ1・f渠」日日1：1：

ノJ・～！眞」～［卜L〔1：↓i：［lf｛、｛：［124∫ド61］lll↑くli月『’・1’｛’ji斤〔ハ倉ll

、、牡ヒもに、，鋭意創れ）／l：1」　に一没川、’sオ・，刎ミ

’／yrる〕空Wしろ／「！㍉！1ごドL｝1／‘二．　～i！11i　70　　｝’』：二1・ヒ　Uニビ’／iI！．“

（ノ）‘ ｲ一，　｜川仁日3‘）fl二9U30　11舌’r－f「リり」⊥［lrtさ］1／ノ’二．

　　　　　　　　第4図新所に／く1巧（均博【1

抽［汰学．教授イく原均円llは・J・1洞判’・川：・ノ）あとを

・・ jいci・第』．’代・ノ）所長に／r．ザらオ［／、二．小劇・l！qlと

L．：令名ある川1・・1川：に対LJi斤日刊川仕・1一ると

ころが／〃い．

∬乍身し’こし・る汐（η∫〉⊂㌧［㍉る。

　　遺伝学けLに、；・じべた」うに川』勿学のうらて最・川；・〈　2iてデひ1三Lたいりてあ・1、から，大学では既／i：の学部教室び）川に

割り込んだ形・（こ／i／l究が行わオ1ている現状であ｝），全国数1’fを撫；’，る人t「1；r：・ノ）〈…’・，遺伝”Y：lilil1・：座〃J』するのは，わずかに

ll〔京大学（川”｝《二部），京都大”∫：（農「’｝∫二部），・人阪大学（医〃’〕f：部）の3大学に過＼ソ『1：い．　Lかもその所属学部｛、！：3大学と

も川なつている．　このUi：実は遺1ノこ学が寸；）る特〃1三の学部に所IL川トしy）る｝こぱll；）土りに内’存が｝ム沙Lトニ過ぎることをノミわし

ている‘］，（ノ）である．そのトに1大学の付1’IY’研究所となるときけ，い、ヤニ1．1い当該大学の出身者・の・、1、〔イ」’物化する傾ll・jを’il

じ，従＊1全く派閥るで、［．1訓8L，々に一協力LてIU｝’〕∫二に同．lll．；こL．・二来た＞li：わLい日・k遺伝学lh！の／、・1統をそこZOお／ζ］1がある．

メ1個1省1肺1訓究所とL．　一・，：の川在の在りノJか最・い1川・得た．・1、のといわなけ川Lならない．

　　　：、1，’，1ノに設、1・：〉．Fるにポつた1『il！川（Lこうてあイ1，．遺伝学川1’ピ所し．　Lてぱ建’吻の夕1・に川’ifi　11’ii積の1：lll」がり三！；川ln1場とL．『・（是

非と・L必要てーi！r，る．i’1・｛た実‖‘川1の／’i1’i物・り栽J’if”・1動物の∫〔・1」1”r〔りた1～・にC・・．1：空1，（・ノ）」、い，気候1［111日lll・ノ）地域⊂あり，　iliた東京

／＼llJ・［1｝りソ）『⊂．、ぐ・〈）1！i↑！lllll勺rCl｛㍉る二とカ・ワ1ド］．い．　W「；U1斤1、」とlt』’1］時　（ilf｛不［124　fl：）に．『：し・〔：こ，｝1！㍉〃）〆仁f，1，牛「i；こ，研’フ’ピ川1と

L．　…，：［rl：㌧に使）llし得≡．担じ物・1，…」』寸る場lill｝1：宥易1”．　LL’i！1　L’・なかつた・り℃、ii・，〃／，、，、「∵．1・’1ミ，1∴1川∫．にいぼ滴’i1Msz　V／b、建

物〃！］／）かり，11∫1｝岡IJ、1、、1（・r）：i・∵島ih・1‘／・ll究所招ぼ1’．触，・□：t！．川○：川…）て・，静1if・L伊香保，1・）11・通”1‘：・’喉補／似、、『il，つた

／｛ノ　 ＿　，　　　　 91｜1　［I　I）　　．　二　 θ　 ）　＿1 ｜11＿　；　 一　　～ノt ）i．こ　　［．　　　／ノ‘　二　 ～／tく　 プ、」’∫　 ．　↓：　 ↓　［；　）　 イ：戊　

剤L糸哉と‡幾朴『

土　地
｜　｜j i　　 I！｜　三　　　　　　　Ellt～］　 ｜i、〔tlj　 ijl　l、　　　　 －1　 梶@ l　T　∫　谷　

l　 l　 1　 1

耐L｜1総卜1：2※

　　　　　イーこ　∫［｝11　 ノ乏　 「’ G
一　＊－1 ［．」：i’［1｛　lj｝文　 1　［i1、

　　　　　圃場敷」ib’

ll1縞：」［b，　（’山：u』［丁；　・l！「「，lj771　2｝

　　　　　　24，525　．iド

　　　　　　　3，162　．トじ

　　　　　　13，993　」・ド

　　　　　　　．’i　1’〆lhl6リ改川L．二：一（ハflU　　　　　　　　　7，370］十

　　ト『i‖い：い島r／iノ・中：1［・ill禺’li．陛1に位｛，叫〔南よりlll・1力

け1頃川／iレノ，一レ・－r川、に，；」三たり，・1川．け箱眠il腎川に移行

一．1・ @／：ノ　．　　1」1rr‖、；F．’1，；・T　　l：イノ、！（’．！1　ノな，　　lrl・il・i・∫：ノ・：戊］｛～！↓ノ）Il11；　’．、辱え～f｜｜r～iw∫　イ㌔一｜7！　し］⊥

｜　 ，　　1；一∫－1－＿　 ’＼ミ∫ノ），tJl｜ノドノノ．、一ノ‘f／l　l‘，1：（ノ）1｜i　－｝ご　イ，ノ1ト1．i｜r－ ｜一　 ’　　 　i〔（　t＿」、｜－J＿｝i；」：」三｜1｜
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に対’し，

である．

煉V光1リjttpk’，　ち（～㍑くノ」卜⇔登1み，　f谷μ甚を9．／N　v’．）犬二i｜節卜：1反ユ寛

建　物

総坪数
　オミβ（（延坪）

　　新館（延坪）

　温室

　訪ヨ食↑」肪！1．弓己

2，288⊥、ド

1，170

　181

　　46

　　27

養五ξ弓ミ及～び」毛Lh

食司『f弓ミ

作業宝

卵乎り日了i捌E舎・

82

32

57

［灸ンじr『　　　　　　　　　　　　　36」’・ド

アイソトー一プ実験室　65

才、ズ’ミ負」ij了∫’ノ｛こ　　　　　88

Jii月巴舎，　ム暖只「↑ミ　　　　50

白董力1卜lll（　　　　　　　　　　　16

変’1じ’≒こ9
Zl，fr，｝　　　　　　　　　　　　　　435

力隻頂1ζ一ト’（麺坪）　　　　　　　11

その他

　　建物のうち本館と宿舎の一部とは富1：産獅5代の建築

で，これに間仕切等の改修を加えたに過ぎないが，その

他はすべて例究所として新築したものである．1いにも1

部静岡県の寄1・j’による新館及びアイソトープ実験室は¢失

筋コンクリート造，研究所にふさわしい建物であり，こ

予　算

イド　｝隻　IG1」

日召禾目25‘ド⊥斐’

〃

〃

〃

〃

〃

26

27

28

29

30

官　制

〃

〃

〃

〃

〃

1経　　常　　費
i

　　14，759，000p」

　　17，914，000

　　20，296，000

　　26，223，000

　　26，352，000

　　26，108，000

’1’
P’ il：奮『糸善Jti，t　　万1’t’）iニイ川’プt’I／ie

　　　　　　　0円

　　　　　　　0

8，770，000

3，314，000

1，445，000

4，754，000

れらのヤ客成によつて本研究所はそのii’i．i　11を一・新したとい

つても過言ではない．

　　以上の如く本研究所の環1寛は静寂閑雅であつて，文献

その他の施設が完備し，ここだけで独立して研！究が遂行

て＼きるcl、う1こf．c　・．）たり彪シこ｝よ，　’メ≦シこIII分’び）tLfiし・別1想1りどて1カ，

る．ただ現在のところ雑誌のバックナソバーはい／／i三だ完
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　　文部省設置法施行細則（抄）

3



機構図（実線ぱ現在を」fiし，破6｝｝ミぱ拡充i’定1｜hllllを小す）

細胞遺伝部
醐1長　竹中　要）
（刷部」へ　“i川俊秀）

第1研究室　（動物）吉川

第6図ゴ・レトシーバ・・　”U［’F

生理遺伝部
（部長　駒井　卓）
eL刊部長　岡　　彦　一）

第2研究室　（植物）竹；li

所

長

木

原

均

第3研究室（糸川血質）辻川（兼）

第1研究室　（動物）駒井

生化学遺イ云部

（部長　辻田光雄）

第2研究室　（植物）岡

第3研究室（数理）木村’

負㌻71※］　封一’一ソノレックスil川f！l改i竜り〉］吏IH

（ll日和128　i’　f．1　川　31　［1

　改il）

（内部川織）

第63託　国㌧川伝学二／

　1｝ll！1｛・lc畠i；2

　4／」1巨旦土1へ川；5

　7ノ九・1占ljl，lirノび1じ

第69㌘　形川遺伝1出，

　学遺伝川’応川遺伝1

　　．定・ろ／）いノ）＊川｛il，

　㍑ノrつノ1・、＼・z　1／（）・

　1［i卜・川川川、こ・’ハ

　4

　’ウ、ili

rl1’1’ 煤g1J’

　形’ia

　川

　細ll

㌧汲’

　各1「

山、

応用遺伝部
（部長　酒井寛一）

変異遺伝部
（部長　　松村清二）
（副部長心㍗1菅ll；〔努）

　　　－－コ－－－－　　　　　ヨ1
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ー．」人類遺伝部l
　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　L＿＿，，，＿＿＿＿＿＿一＿＿J

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

弓　数　」…里　」置　イ云　部　i

　」●，〔，＿＿●一□＿，＿一，一＿」

　ド－　ロ　　　ロ－エ－ロ－”　”1

　　　　　　　　コ寸進化遺伝部l
　L－＿一，＿w＿←＿＿＿＿，，一＿1

第1研究室　（動物）　川日ド

1’伯（・）η∫2り，　［lrユfド81i1日

）’』ニノ1▲〔ノ）7自llノピiL’”i「（◆

遺伝川　　　3　細胞遺伝部

．㌦：遺1㌦［；　6　応月］遺1ム部

1・1遺伝部，コ川遺㍑川，’［化

〕一　／1：Lミ　｜liL：　jil1－　rt　、 P［～；　’，　 i　，　L　 、　　　・　｛　 1　 ト］lj　 iri

「1　c・i　）川掌‘1トテカ㍍・関｛，ノ1け）」l

I，へ日，μ〕コ，川龍等に閲

第2研究室　（植物）後藤＊

第1研究室（動物）近藤＊（未発令）

第2研究室（枢物）松村味発令）

庶　　務　　部

（部長　乙藤寛一）

庶　務　課　　杉　　生

会　計　課　　宮　　沢

＊　ぷに心／lS

ナる政脚り施1万についら利学i’川：礎資料伺11供ナ

　るこ⊥：．

211｜ノ支一つご．llリノ」グこ！k卜1・1i／くu）機1異｜，　　ノこ”〕f：，　⊥tllu卜1’1イイ＼ぺ、雪：しノ）

　・k㍉←一応じ，協力τ，指導すること・

3　内列の1諸機関ヒi1巨絡協力寸〃こと・

4　川究成トUのi川i及ぴ川究会，訓習会等の川催その

　他川究の促准；こ関・1～るこヒ

＊各部のtJ］t川｝二属寸る分野の川究



■

」噌

職　員

　　研究

’ドii’　ifi’6k　　　葦寅　　　　　　　　　名

丈部　　　　　　月多］il・’l　jUレこn；」、三’ノ；ぐ］．三
教官
　〃　　　　ノl　Jり1）：L「lfノロ罰～ユこ”tl｛」ミ

　　〃　　　　糸田jl｛】〕辺iレ1i’1，IC，L・、’ノド］ミ

　　〃　　　　Li・．、）IL迂［fノ、1’1，i3］ミ

　　〃　　　’1イヒ’γ：」旦亙f云剖；ユミ’」；ミ，1．三

　　〃　　　　・ノ膓一りII〔）．！，ilでノい’TI～」ミ’・］：、1ミ

　　〃　　　　f［　∫叩」且fノこ1’“・S’ノドユミ

　　’ノ　　　　宴ミ51己）1ttl　fill’；Uf↓il1剖～／．

　　〃　　　　h‖IK・！jui／ノ1｝’1・1～’ノドjミ

　　〃　　　　慢：～1己XLg　fノこ1‘f［；t・ド1ミ、L・IY・

　　　　　　tl　ユIII〕遺f／ln～

　　”　　　行写3酬’・／’じ弓ミ，1、，心得

　　　　　　ル・ミ」目〕1吐fノミ1’fl～

　　〃
　　　　　　ηV2f引ンフ’じ’ノ1｛」ミ’じ・ii，f

　　　　　　／1’イヒ’1琴」・」遺（ノこi’TB

　　〃　　　　　　鍔∫　1　1｜ハニ’フ’ヒ’ノド」ミ’こ♪（i．S

　　　　　　l」’・，JII，illiイノく1／｛・1～

　　”　　　タ車1川ン）’ヒ’ノ；ミ］ミ，し・i冒

　　〃　　　　1じJiじ」‖：1／li’II～fi月㌧撒ヒtx

　　〃　　　　ノ1・イヒぢ乏jj二［i’fノこ1‘rU∬川ンゲピ（／

　　〃　　　　ノト．fヒバ；ξ，Ul｛・1／ll’「じlili㌦《じt’t

　　〃　　　　AJII㌦跨｛ノli’tiv　IiJiンフヒ［／

　　〃　　　・1・．イヒ’”｝Z’jgi・iT　f云i‘｛じf引二’プヒn

　　〃　　　　糸川1i包」，Lt．iレ：iG－iC　ifj　l’弓ピ亡「［

　　’／　　　　　　ノ1　．jll！j↓li・fiこ1’fl～イi／1二うヒ　［it

　　〃　　　　i笈：．IJE｜t’jV．i・／ノ、1’“s引llラt：（’L

　　∫！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i㌧
＿i　l，l　i－　　 t’　 ：　　 II～　i　3　　／t　 「）　｜　　　’フ～i　　　 亡　　

　　ソ　　　　糸川jl包．1圭，Ci／ノ、1’1レil川「Jli’：こ／

雇…糸川川｝川・、部川究郁工1川

　　〃　　　）1三’IE”〔，1］．ii・イノ’；1’；じf川ソフ七hidり」iL夏

　　〃　　　ジr多ll’［」［1｛イノミ1’；じイilピJEi’，トrfi　Jり）iJ

（W｛ICI　I　31でト6月301viLI．　fl三）

員

氏

こ，L・11．S・’I」ゴ

名

1日1い

、ll｝fl／　）ド

竹叩
？1’iV卜

：U川

itM：・i’

i［’：「cl　　　ノ三

　　　原

（L
s： 冾P

；｝1膝

／．村

｛．；り耀；

名和

川田

’1ilrl’ @～j（

坂11

．1・；｜　ll‘1？j、：，1

上川
fり丈　 ｜i1　｜一

汁川

’ド

肪三川：

～ll日lli：

角’1［lt’r’］」

イ川、

阪本

1・［1ヌL・∴1

1⊆ll㍗『

　　巾

　　1μ

党’
ソ〔．1ノ：il’

川’』

k　　　　．

　　努

俊↑レ

’／1：・［－

ll’ｹノi』

1’．1’y8i・Kl

↓’ G二（、㌦馳

　／1～卜！，．

　JI　EトIJ’il

　JIV［v」1’

　．1）i！li！？1

　1；1、i．卜享

　日∴Ill［

　1び『11y

　i，ll、i．卜1［

i’」、い）］’「

」lvi‘り：

名

フ’ @イ　ソ　 ト・　v／1’．巳、！量フ」し∫；｛1

　、！く　　／、
　jl、　　　　

年月日

24，12，31

24，12，31

24，10，22

24，12，7

25，2，28

24，12，　8

29，8，1

31，2，16

27，4，1

31，1，1

24，11，30

’1）’P〔W「　1艮U・＋1，’i　25，　1，31

：郎

　そ「t（／l．

　　　川

　ノ「〔1／1ド

　　　徹

　　　川

　ll攻1（∬

、誠：

俊文
ノこ朗

　γ：、ILい、

　llliif・，1］

　1｛ノf［li｛

　’・‘～ir；リ1

］－

28，8，1

29，10，16

24，10，　4

25，4，15

25，　4，30

26，7，1

27，9，1

28，8，1

28，8，1

25，9，30

29，7，1

28，4，1

29，］，工

29，11，　1

24，10，31

簿

併任及び客員

「’1川職

丈部
教官

　〃

〃

rt

rt

〃

職 千1
氏

：1ヒ？ll∫1首ノくノ’」とr（（i’・元　！1化1〔Ir／，

！4［　 Ij】こ　人ノ、」：三lu」　ギ4 ］r・《

中こ　　1し／に　　　人　　 ㌦∫：

’ri　　・1　’tl：　　孝｛（　　1．／1

人こ　！1「f　・1丙　　［；’y’Lll　．1

北絢h』「［人学
千tl　　rll　　¶！（　　’ii1；’

非常勤研究員

’1’
Pタ @千り

々トい・1ノ＼

］i日’jl’：：しt

｛「1［ノiJtf．：ii

〃

氏

江帽

・一

宿 1？イ∴／

．1’！IC　」111卜ISI

ノf’，　lcf「　　　　51ノ　，　　1｝！lil

∫1‘．．rllll｝　1甲｜1！il

｜　 1　　＿　［［il；］　 ／＿　∫　　　　　「　：　　1 ｜戊〕　　　　 ［　ノ’　＿　　　［　1 ～1

小liil、

［”Lli

11

P

」11［　1，llヨ‘㌔1

P　 l“i［

’IJ：（1．f、

Flo】’a　A．LILIENI・’ELD　Ph．　D

1）［・1〔li「｛ら乏レu」㌔－　－i』li「

11］i㌶ミJl（．1・’1・｝tt9〈

　　　　　　　　　　ii案j・ll
人こ　〆；；／：　7｛（　・1ぼ

　　事務職員

　　’i‘1’　　那良

文部教官
文部事務・官

　　　　〃

〃

St’

．〃

〃

rt

職　名

戸斤　　　　　」、：コ

｝，i’！1一養ぢil／S．1乏

L！’！∵毛τ1；「甚」三

《1［1’1▲り〔，1－

L（［1－t，1’4’h「こi、

ノ＼’lllか1・

，1・lli川1「イこ、l

lll）ili，．1「，it　l，

八

イこ原

乙昭』

1川
’1‘：・1’

P日

1・，li1．，

　　　　「ノ

LiI‘ 堰e．『

111i肋6

和1ミ

1・㌧1ノ＼川LLIi

名

　　均

6；1｜1　一

芹中Iil．4

1「ノ＼

卜IIi’ p弓

｛1／

1’．，11

　’Jk’　　］i

lドll日

3］，4，1

lli㍑ノ

fl川丁

3］，　4，　l　Ol日

25、8，26’KLl

28，　2，1〔｝　’κ，λ

30，ll，　1　’kFe．L

29，　2，19　’客［：，t

k⊃　c∫

年jH｛

31，4，

”if’Ilt

．［ili　l［1‘！

備 ゴソ

1　，ハニ㌔lil’S“．）J

31，4，1　LJI：㌔lil’1’fl）J

31，4，1　尋卜’1｝旨tiil．1リ

；［川6　備～ジ

30，10，　1

28、6，1

24，llコ5

24，　6，23

24，10，31

25，　・1，　1　（，ji日

21，IO、31

2・・1，　H，　：i

5


